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伊予鉄・市内電車
伊予の明るい日差しの下を元気に走る

みかん色の市内電車と「坊っちゃん列車」。
子規、漱石など、文豪や俳人の足跡を訪ねて

松山をめぐる旅にも大活躍。

古
町
〜
J
R
松
山
駅
前
〜
道
後
温
泉
間
で
運
転

さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
人
に
も
観
光
客
に
も
愛

さ
れ
て
い
る
。

　

伊
予
鉄
市
内
線
に
は
、「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」

の
方
向
転
換
や
、
大
手
町
の
鉄
道
線
と
軌
道
線

の
平
面
交
差
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。
構
内

の
配
線
上
、
車
長
が
長
い
連
接
車
は
入
線
で
き

な
い
が
、
高
頻
度
運
転
で
輸
送
力
を
カ
バ
ー
し

て
お
り
、
伊
予
の
特
産
品
の
ミ
カ
ン
の
色
を
し

た
電
車
が
連
な
る
よ
う
に
走
る
姿
は
、
実
に
壮

観
だ
。

　

四
国
初
の
鉄
道
は
、
1
8
8
8
（
明
治
21
）

年
に
開
業
し
た
伊
豫
鉄
道
の
三
津
〜
松
山
（
現

松
山
市
）
間
で
、
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

に
登
場
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列

車
」
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」
が
、
2
0
0
1
年

に
松
山
市
内
線
で
復
活
。
復
活
列
車
は
か
つ
て

の
蒸
気
機
関
車
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
改
造

し
た
も
の
で
、
松
山
市
駅
前
〜
道
後
温
泉
と
、

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」で
道
後
温
泉
へ

いよてつ・しないでんしゃ

15JAPAN

tramcar
in

伊予鉄 2000 形は元京都市電の 2000 形。2100 形の導入で旧型車の廃車が進んでい
るが、2100 形は定員が少なく、当分の間旧型車も残る。その他の車両

2001 年に登場して、たちまち人
気者に。正式名称は、D1 形機関
車＋ハ 1 形客車 2 両と、D2 形機
関車＋ハ 31 形客車。

坊っちゃん列車

超低床車としては世界初の単
車。2002 年に登場したリトルダ
ンサーシリーズで、伊予鉄初の
VVVF インバータ制御車。

モハ2100形

松山市内線で最大の両数を誇る
主力電車。1951 〜 65 年にかけ
て製造され、ワンマン化、冷房
化などの改造が施された。

モハ50形
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電
車

松山城下、市役所前電停付近で「坊っちゃん列車」がすれ違う。
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伊予鉄・市内電車
いよてつ・しないでんしゃ
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営業距離
停留所、駅数
運 賃

事業会社
Webサイト

9.6km
27
160円／1回、500円／市内電車1day
チケット（小児半額）
伊予鉄道株式会社（愛媛県松山市）
http://www.iyotetsu.co.jp/

＜城北線＞

□古
こ ま ち

町 0.0km ／

□萱
かやまちろくちょうめ

町六丁目 0.5km ／
□本

ほんまちろくちょうめ

町六丁目 0.4km ／
□木

き や ち ょ う

屋町 0.2km ／
□高

たかさごちょう

砂町 0.3km ／
□清

し み ず ま ち

水町 0.4km ／
□鉄

てっぽうちょう

砲町 0.4km ／
□赤

せきじゅうじびょういんまえ

十字病院前 0.3km ／
□平

へいわどおりいっちょうめ

和通一丁目 0.2km ／

＜本町線＞

□西
にしほりばた

堀端 0.0km ／

□本
ほんまちさんちょうめ

町三丁目 0.6km ／
□本

ほんまちよんちょうめ

町四丁目 0.3km ／
□本

ほんまちごちょうめ

町五丁目 0.3km ／
□本

ほんまちろくちょうめ

町六丁目 0.3km ／
＜大手町線＞

□古
こ ま ち

町 0.0km ／

□宮
みやたちょう

田町 0.4km ／
□J

じぇいあーるまつやまえきまえ

R 松山駅前0.4km ／
□大

おおてまちえきまえ

手町駅前 0.3km ／
□西

にしほりばた

堀端 0.3km／

CHECK LIST
路線

運行、系統

停留所

＜鉄道線＞
□古町〜平和通一丁目（城北線）
＜軌道線＞
□道後温泉〜西堀端（城南線）
□平和通一丁目〜上一万（城南線連絡支線）
□西堀端〜本町六丁目（本町線）
□古町〜 JR松山駅前〜西堀端（大手町線）
□松山市駅〜南堀端（花園線）

□1系統／松山市駅〜JR松山駅前〜木屋町
　〜大街道〜松山市駅（環状線、時計回り）
□2系統／松山市駅〜大街道〜木屋町〜JR
　松山駅前〜松山市駅（環状線、反時計回り）
□3系統／松山市駅〜大街道〜道後温泉
□5系統／JR松山駅前〜大街道〜道後温泉
□6系統／本町六丁目〜大街道〜道後温泉

＜城南線、支線＞

□道
どうごおんせん

後温泉 0.0km ／

□道
どうごこうえん

後公園 0.3km ／
□南

みなみまち

町 0.5km ／
□上

かみいちまん

一万 0.4km ／
□警

けいさつしょまえ

察署前 0.3km ／
□勝

かつやまちょう

山町 0.3km ／
□大

おおかいどう

街道 0.4km ／
□県

けんちょうまえ

庁前 0.4km ／
□市

しやくしょまえ

役所前 0.2km ／
□南

みなみほりばた

堀端 0.3km ／
□西

にしほりばた

堀端 0.4km ／

□上
かみいちまん

一万 0.0km ／
□平

へいわどおりいっちょうめ

和通一丁目 0.1km ／

＜花園線＞

□松
まつやましえき

山市駅 0.0km ／

□南
みなみほりばた

堀端 0.4km ／

車両
□モハ50形／23両
□モハ2000形／5両
□モハ2100形／10両
□モニ30形（電動貨車）／1両
※坊っちゃん列車
□D1形（DL）＋ハ1形（PC）2両
□D2形（DL）＋ハ31形（PC）1両

撮影ポイント

1911年に建造された洋
館駅舎を復元。ホームの
北に坊っちゃん列車展示
線と引上線が設けられて
いて、坊っちゃん列車の
方向転換を見学できる。

道後温泉駅

子規堂
松山市駅の南、正宗
寺境内の子規堂では
子規の写真や手紙など
を展示。境内には「マッ
チ箱のような」客車も
展示されている。

坂の上の雲ミュージアム
司馬遼太郎の小説『坂の上の
雲』の3人の主役、正岡子規、秋
山好古、真之兄弟の足跡と、明
治日本の姿を紹介する博物館。

撮影ポイント

松山城と、濠に沿って走る電車
を撮影する格好のポイント。

市役所前付近
撮影ポイント

松山市駅

撮影ポイント

軌道線と鉄道線が同じ構内にあり、市
内電車が鉄道線を斜めに横切る姿を
撮影できる。駅に隣接して、市内電車と
郊外電車の車両基地がある。

古町

撮影ポイント

市内電車の大手町線
と、伊予鉄高浜線が平
面交差する。鉄道線と軌
道線の平面交差は、全
国でもここと、隣の古町
駅だけ。

大手町

道後温泉
松山城ロープウェイ

子規記念博物館

梅津寺
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沿線観光スポット

道
後
温
泉

　

道
後
温
泉
は
日
本
三
古
湯
の
一
つ
。
万

葉
集
で
は
「
熱
田
津
（
に
ぎ
た
つ
、
熱
い

湯
の
意
）」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
源
泉
の

温
度
は
46
℃
前
後
の
単
純
泉
で
、
神
経
痛

や
リ
ュ
ー
マ
チ
、
胃
腸
病
な
ど
に
効
能
が

あ
る
と
さ
れ
る
。

　

温
泉
の
中
心
は
共
同
浴
場
の
道
後
温
泉

本
館
で
、「
坊
っ
ち
ゃ
ん
湯
」
の
愛
称
が

あ
る
。
道
後
温
泉
本
館
の
「
神
の
湯
本
館

棟
」
や
、
日
本
で
唯
一
の
皇
室
専
用
浴
室

「
又
新
殿
」
な
ど
の
4
棟
は
国
の
重
要
文

化
財
。本
館
3
階
奥
の
個
室
は「
坊
っ
ち
ゃ

ん
の
間
」
で
、漱
石
関
連
の
資
料
を
展
示
。

振
鷺
閣
で
は
毎
日
朝
6
時
、
正
午
、
夕
方

6
時
に
刻
太
鼓
が
打
た
れ
る
。

　

道
後
温
泉
本
館
は
観
光
客
の
利
用
が
多

い
が
、も
う
一
つ
の
共
同
浴
場
「
椿
の
湯
」

の
利
用
者
は
地
元
の
人
た
ち
が
中
心
だ
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
」に
乗
っ
て

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
湯
」へ

道後温泉本館入浴料は、1 階神の湯 410 円、3 階霊の湯個室 1550 円

乗 車 記 録

標高132mの勝山に立つ
平山城で、大天守などが重
要文化財に指定されてい
る。山麓の東雲口から長
者ヶ平（山頂駅）まで、松山
城ロープウェイで約3分。

松山城

梅津寺駅に隣接する公園。
園内に保存されている伊豫
鉄道甲1号機関車は現存す
る日本最古の軽便蒸気機
関車で、復活坊っちゃん列
車D1形機関車のモデル。

梅津寺公園

道後公園北の子規記念博
物館では、映像やパネルで
子規の生涯や作品を紹介。
松山市駅近くの正宗寺の
子規堂では、子規が使って
いた机や遺品を展示する。

子規記念博物館・子規堂

遊ぶ

見る 見る見る
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